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社協たより
安心して暮らせる福祉のまちづくり

２０２５年

７月

地域サロン 200 回記念／地域福祉課

ふれあい交流会／地域福祉課
高年齢者の生きがいづくり／シルバー人材センター

社協情報／もの忘れ相談室、CSWなど

地域サロン／島田サロン、馬水北まごころサロン
地域を支えるふくしの輪／介護支援専門員連絡会

P2

P3

P4

社会福祉法人
益城町社会福祉協議会

No.328

P6

７月の社協だより

　今月の表紙は、益城町シルバー人材セン
ターの活動の様子です。写真は、左から会員の坂
口さんと渡邉さん。お二人は益城町文化会館内の中
で活き活きと清掃の仕事をされています。
　ほかにも、当協議会が行った「地域サロン
２００回記念」や「ふれあい交流会」につ

いてご紹介しています。



　ニコニコサロン会は、２０年以上の歩みの中で記念すべき
２００回を迎えることが出来ました。これは、諸先輩方をは
じめ、関係機関のご協力の賜物です。感謝しています。
　これからも引き続き、多くの方々にご参加いただけるよう
な、楽しく有意義な集まりを目指してまいります。そして、
参加者同士の親睦をさらに深めるとともに、地域社会のつな
がりと活力の向上にも貢献していきたいと考えています。
　今後とも、関係機関および地域住民の皆さまのご協力をお
願いします。
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　２００回もの開催を迎えることができ、皆で喜びを分かち
合っています。毎回の集まりがとても楽しく、参加者一同、
心から満足しています。「毎月の開催が待ち遠しい」と参加
を楽しみにしている人ばかりです。
　今年の目標としては、さらに多くの方に参加していただけ
るよう、呼びかけます。また、体操やゲーム、工作などの多
彩なプログラムを通じて、誰もが楽しみながら充実した時間
を過ごせるよう、皆で協力し活動していきます。

地域サロン２００回記念 地域福祉課
安永１町内 元気サロン

広崎２町内 わかば会

惣領３町内 ニコニコサロン

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
道
具
の

　
　
　
　
　
貸
し
出
し
（
無
料
）

　　
　
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
住
民
の
方
々
の

　
活
動
支
援
と
し
て
、
各
種
レ
ク
リ
エ
ー

　
シ
ョ
ン
道
具
の
貸
し
出
し
を
行
い
、
自

　
主
的
な
活
動
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　
　
サ
ロ
ン
で
人
気
の
頭
の
体
操
を
兼
ね

　
た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
も
取
り
揃
え
て

　
お
り
ま
す
。

　
　
道
具
の
貸
し
出
し
、
開
催
状
況
等
に

　
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

地
域
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

屋内外問わず活用できる道具を多数取り揃えています

　わかば会は、新緑のきれいな季節に、開催２００回を迎
えました。これは、自治会や関係機関の皆さんの支えがあっ
たからこそで、とても感謝しています。
　毎回の開催で、誕生日のお祝いをしたり、体操、ゲーム
勉強会、ボランティアによる音楽会などを通し、皆さんが
交流できる場を作っています。「サロンに行くのが楽しい」
「みんなに会えて嬉しい」と言っていただけるよう、今後
も楽しいサロンを長く続けていきたいと思います。



会員紹介
～タスキ～

ふ
れ
あ
い
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

地
域
福
祉
課

会
員
登
録
の
き
っ
か
け
は
？

　
趣
味
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
の

資
金
づ
く
り
で
す
ね
。
あ
と
、
仕
事
を

す
る
こ
と
で
、
日
々
の
生
活
に
「
ハ
リ
」

や
「
う
る
お
い
」
を
感
じ
た
い
と
思
い

入
会
し
ま
し
た
。
　

趣
味
を
教
え
て
下
さ
い

　
20
年
以
上
前
か
ら
友
人
３
人
で

「
Ｇ
G
３
」
と
言
う
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
を
組

ん
で
い
ま
す
。
私
は
フ
ル
ー
ト
を
担
当

し
て
い
て
、
月
に
３
回
ほ
ど
、
高
齢
者

施
設
で
演
奏
し
て
い
ま
す
。
喜
ん
で
も

ら
え
る
と
こ
ち
ら
も
と
て
も
嬉
し
く
て
、

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
他
に
も

バ
イ
ク
で
九
州
内
を
走
っ
た
り
、
天
草
で
魚

釣
り
を
し
て
い
ま
す
。

毎
日
の
仕
事
は
い
か
が
で
す
か
？

　
仕
事
で
は
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

職
場
の
雰
囲
気
も
良
く
会
員
さ
ん
同
士
も
仲

良
く
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
長
く
仕
事
を

続
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

高
年
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
りシ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

No.57

氏
名
／
三
島
秀
成
さ
ん(

馬
水)

所
属
／
益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ペットボトル分別班の皆さん

　
町
内
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、
子
ど

も
た
ち
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
通
し
た
交
流

を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。

　
４
月
に
町
内
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
に
つ

い
て
民
生
児
童
委
員
の
協
力
を
得
て
調
査
を
行

い
、
約
７
５
０
名
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町

内
の
小
学
５
・
６
年
生
が
作
成
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
を
通
じ
て
、

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
作
成
し

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
一
部
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
と
一
緒

に
返
信
用
ハ
ガ
キ
を
同
封
し
て
お
り
、

感
謝
の
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
返
事
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
返
事
の
ハ
ガ
キ
紹

介
は
次
号
で
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

西村会長から土山民児協会長へ伝達しました

子どもたちが作成した塗り絵が鮮やかなメッセージカード
３ 2025/7社協だより

子
ど
も
た
ち
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
流

搬入されたペットボトルの山！
ゴミ出し時の分別ご協力を！

子どもたちからの
たくさんのメッセージ



当
協
議
会
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
相
談
日
等

に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
も
の
忘
れ
相
談
室

　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
の
解
決
を
一

緒
に
考
え
、
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
、

必
要
な
機
関
に
ご
紹
介
す
る
相
談
室
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

相
談
日
／
7
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　

①
13
時
30
分
か
ら　

②
14
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

③
15
時
30
分
か
ら

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
D

　
　
　

住
所
（
益
城
町
宮
園
７
０
２
）

※ 

事
前
予
約
制
で
す
。

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
ワ
ー
ク
キ
ャン
プ

　
夏
休
み
に
福
祉
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
社
会
活
動
に

参
加
し
、
地
域
福
祉
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し

て
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。
夏
休
み

や
休
暇
を
利
用
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
、
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

◇
心
配
ご
と
相
談

　
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
ご
と
か
ら
、

土
地
や
相
続
な
ど
の
法
律
に
関
す
る
こ
と
ま
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
不
要
（
相
談
対
応
中
の
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

日
時
／
毎
週
水
曜
日

　
　
　

10
時
か
ら
12
時
、
13
時
か
ら
15
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
Ｄ

　
　
　

 

住
所
（
益
城
町
宮
園
７
０
２
）

※ 

相
談
員
は
左
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
変
更
に
な
る
場

　

合
も
あ
り
ま
す
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

対
象
者
／
小
学
４
年
生
か
ら
社
会
人
の
方

参
加
費
／
無
料

活
動
期
日
／
８
月
１
日
（
金
）
～
8
月
29
日
（
金
）

実
施
場
所
／
下
表
の
施
設
で
の
活
動

締
切
／
７
月
11
日
（
金
）

※
活
動
期
日
や
時
間
帯
は
施
設
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
申
込
み
人
数
に
よ
っ
て
は
施
設
の
変
更
を

お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

日　程 専門相談員 相談員

7月 2日（水） 松尾英美
（司法書士）

宮本喜三枝
（民生児童委員）

7 月 9日（水） 松尾　一
（行政相談委員）

林田由里子
（人権擁護委員）

中路順子
（民生児童委員）

7 月 16 日（水） 松尾英美
（司法書士）

堀内敦子
（人権擁護委員）

飯干暢子
（民生児童委員）

7 月 23 日（水） 松尾　一
（行政書士）

正代晴美
（民生児童委員）

７月 30日（水） 松尾　一
（行政書士）

吉本秀子
（民生児童委員）

8 月 6日（水） 松尾　一
（行政書士）

津田秀雄
（民生児童委員）

ワークキャンプ　福祉体験施設名

熊東園
（知的障害者支援施設）

花へんろ
（介護老人福祉施設）

シルバーライフ熊本
（デイサービスセンター）

津森倶楽部
（認知症高齢者グループ

ホーム）

そよかぜ福祉作業所
（就労継続支援 B型）

いこいの里
（介護老人福祉施設）

デイサービスくらら
（デイサービスセンター）

ましきの風
（就労継続支援 B型 )

益城町社会福祉協議会
（地域サロン）

くりけっとくりけっと
（デイサービスセンター）

ひろやす荘
（介護老人福祉施設）

ヴェルデきやま
（有料老人ホーム）

グリーンヒルましき
（認知症高齢者グループ

ホーム）
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れ
ば
良
い
か
わ
か
ら
な
い
・
最
近
も
の
忘
れ
が

多
く
て
通
帳
や
印
鑑
を
ど
こ
に
し
ま
っ
た
か
忘

れ
て
し
ま
う
・
色
々
な
書
類
の
手
続
き
が
分
か

ら
な
い
等

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

　
◇
地
域
福
祉
塾　
受
講
生
募
集

　
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
地
域
で
必
要
と
さ
れ

る
活
動
や
支
援
は
多
種
多
様
で
す
。
町
の
実
情

等
を
知
り
、
介
護
保
険
制
度
や
福
祉
活
動
を
学

び
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
益

城
町
の
地
域
活
動
を
一
緒
に
考
え
「
あ
っ
た
ら

い
い
な
～
」
を
形
に
し
て
、
一
緒
に
活
動
に
取

組
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員
／
20
名
程
度　

参
加
費
／
無
料

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ぴ
ね
す

　
　
　

工
作
室
ま
た
は
会
議
室

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
惣
領
１
４
７
０
）

募
集
期
間
／
令
和
７
年
６
月
１
日
～
７
月
23
日

対
象
者
／
町
内
在
住
の
方
で
、
人
生
１
０
０
年

　
　
　
　

時
代
を
い
き
い
き
と
過
ご
す
こ
と
に　

　
　
　
　

興
味
の
あ
る
方
、
地
域
活
動
を
考
え

　
　
　
　

て
い
る
方
・
興
味
の
あ
る
方
、
地
域

　
　
　
　

で
活
動
中
の
方
な
ど

※
グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６
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◇
成
年
後
見
法
人
後
見
事
業
・
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
生
活
支
援
員
養
成
講
座

　
成
年
後
見
法
人
後
見
事
業
及
び
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
で
は
、
認
知
症
、
知
的
障
が
い
、

精
神
障
が
い
等
に
よ
り
判
断
能
力
が
低
下
し
た

住
民
が
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
生
活
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
講
座
で
は
、支
援
の
対
象
と
な
る
方
々

を
理
解
し
支
援
す
る
、
支
え
手
（
生
活
支
援
員
）

の
増
員
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
26
日
（
土
）　

10
時
か
ら
11
時
45
分

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ぴ
ね
す

　
　
　

会
議
室

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
惣
領
１
４
７
０
）

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

※
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

◇
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

（
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
）

　
あ
な
た
の
暮
ら
し
の
安
心
を
お
手
伝
い
し
ま

す
！
認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な

ど
で
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
た
め
、
自
分

ひ
と
り
で
契
約
な
ど
の
判
断
を
す
る
こ
と
が
不

安
な
方
や
、
お
金
の
管
理
に
困
っ
て
い
る
人
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

例
：
家
賃
や
公
共
料
金
の
支
払
い
が
心
配
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
す

日　程 地域福祉塾講座内容 日　程 地域福祉塾講座内容

1 7 月 31 日 ( 木 )
10:00 ～ 12:00

人生 100 年時代をいきいきと過ごすために
～高齢者等の現状～ 6 9月 10日 (水 )

10:00 ～ 12:00 災害に備えた顔の見える関係づくり

2 8 月 7 日 ( 木 )
10:00 ～ 12:00

高齢になってもまだまだ元気になれる
～具体的効果・社会 (地域 ) 参加の必要性～ 7 9月 17日 (水 )

13:30 ～ 15:30
高齢者の消費者トラブル
～広めようトラブル対処法～

3 8 月 21 日 ( 木 )
10:00 ～ 12:00 町の介護保険制度と利用できる介護予防 8 10月 1日 (水 )

10:00 ～ 12:00
お出かけ支援について

～住民で支えるお買い物支援～

4 8 月 28 日 ( 木 )
10:00 ～ 12:00

包括支援センターと認知症の取り組み
～当事者や家族の参加型地域活動～ 9 10月 8日 (水 )

10:00 ～ 12:00

地域で支える仕組みと地域活動
生活支援コーディネーターと考える
～あったらいいな活動計画～

5 9 月 3 日 ( 水 )
10:00 ～ 12:00

成年後見制度利用について
～在宅生活を支える制度～ 10 10月 9日 (木 ) 町内の団体活動体験（希望者向け）

◇
コ
ミ
ュニ
テ
ィソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

は
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い

悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
を
受
け
止
め
、
支
援
機

関
と
の
連
携
や
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な

が
ら
困
り
ご
と
の
解
決
を
目
指
す
地
域
の
身
近

な
相
談
員
で
す
。

　
ご
相
談
は
高
齢
・
障
が
い
・
子
ど
も
・
生
活

困
窮
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ

ず
、
包
括
的
に
受
け
止
め
て
ご
本
人
や
ご
家
族

と
困
り
ご
と
の
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

　
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
暮
ら
し
の
中
で
の
困

り
ご
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
／
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福
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‐
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◇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
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集

　
現
在
、
事
前
予
約
制
の
個
別
入
会
説
明
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
に
つ
い
て
の
ご

相
談
も
可
能
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
／
随
時
（
平
日
9
時
か
ら
16
時
ま
で
）

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
事
務
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住
所
（
益
城
町
惣
領
１
４
７
０
）
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／
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ー
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材
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ン
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６
‐
２
８
９
‐
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０
９
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　平成１９年４月から始まったサ
ロンでは、アットホームな雰囲気
の中、介護予防の運動やレクリエー
ションで毎回大盛り上がりです。

開催日／毎月第３水曜日
時　間／１０時から

場　所／東無田公民館

ロ
　町内の各地域サロンでは、 高齢者をはじめ、 地域の人々が

楽しく集える場づくりが盛んに行われています。 また、 介護予

防や閉じこもり防止、 見守り、 仲間づくり、 社会参加を目的と

した活動にも取り組んでいます。

地域を支えるふくしの輪地域を支えるふくしの輪

６

発行 /社会福祉法人　益城町社会福祉協議会　会長　西村　博則

〒 861-2233 熊本県上益城郡益城町惣領１４７０
益城町保健福祉センター「はぴねす」内
ＴＥＬ /096-214-5566　ＦＡＸ /096-214-5567
ホームページ　https://www.mashiki-shakyo.or.jp/

「誰もが安心して暮らせるまちづくりを
支えている活動を紹介します」

介護支援専門員連絡会

～つながる地域・住みよいまち～

島田サロン

馬水北まごころサロン

No.328

2025/7社協だより

域サ ン

◀

２０２５年

７月

事例をもとに活発な意見交換が行われました

　平成１８年１２月から始まった
サロンでは、常に３０名から４０
名の参加があり、地域住民同士で
連携を図り、主体的にサロンを運
営されています。

開催日／毎月第３又は第 4木曜日
時　間／１０時から

場　所／奇数月：馬水北公民館
　　　　偶数月：馬水団地集会所

　今回は５月１９日（月）に開催され、「困難事例」についてグルー
プワークを行いました。事例として認知症の進行からキーパーソ
ンとの関係性が悪化する中で、今後の生活へ向けた成年後見制度
の必要性について共有することができました。各班ごとに検討事
項を設け、多くの意見が聞かれました。
　この連絡会は奇数月に開催予定で、年間計画に沿って担当班が
企画、運営します。今年の年間目標は「ふるさと益城町の保健、
医療、福祉に関する理解を深める」をスローガンに質の向上をめ
ざし各事業所が一丸となって取り組んでいきます。

地

チーム対抗わなげ合戦

白熱のカーレット (卓上カーリング）

穏やかな雰囲気の中、笑顔あふれるサロンです

参加者協働でサロンを盛り上げています


